
データを用いた経済分

― による回

析への誘い

帰分析

１．は じ め

平 田 純 一

に

前稿（平田［

をダウンロードし

る回帰分析を行う

マクロ計量経済モ

はできなかった。

なく他の計量経済

］）において，社会科学情報

，これらのデータを用いて

ための一連の方法を解説した

デルを総合的に構築するため

また，立命館大学の情報処

分析用のソフトウエアーの利

検索システムから必要なデー

によって最小自乗法に

。前稿では紙数の制約もあり

の本格的な作業を説明するこ

理演習室では， のみで

用も可能となっている。残念

タ

よ

，

と

は

な

がら，これらの利

できないようであ

経済学部の学部

記述されるマクロ

ことである。そこ

ではなく，情報処

用方法に関する説明も通常の

る。

段階で計量経済学の手法を学

計量経済モデルの構造を推定

で，前稿を出発点として，

理演習室で利用可能な他の計

講義の中では十分に行うこと

ぶ一つの目標は，連立方程式

し，これを操作して予測を行

本稿及び次稿で， ばか

量経済分析用のソフトウエア

が

で

う

り

ー

である，

説していくことに

る大部分の手法に

ソフトウエアーの

フトを適宜使い分

（ ）

によってもこうした一連の作

する。 も も計

関しては，共通に行うことが

設計思想には微妙な相違があ

けることが望ましい。本稿で

業を行うことができるように

量経済分析や時系列解析で用

できる。しかしながら，２つ

り，利用目的に応じて２つの

はこうした使い勝手の違いに

解

い

の

ソ

関



データ

しても理解してもらえるよ

本稿では，前稿で用意し

りではなく，投資関数と輸

を用いた経済分析への誘い （平田

うに説明していきたい。

たデータを利用して，前稿で

入関数をも加えて単純なマク

）

説明した消費関数ばか

ロ計量経済モデルの基

本的な部品を用意する作業

前稿においては，分析に

ンロードし，これを

て， によって回帰分

では，前稿で利用したのと

定に加えて前稿で説明する

法を， への導入を兼

に関して説明する。

必要なデータを社会科学情報

ファイルの形で整理した上で

析を行い，推定結果を導く

同一のデータ・ファイルを利

ことのできなかった，投資関

ねて説明する。

検索システムからダウ

，消費関数を例とし

方法を説明した。本稿

用して，消費関数の推

数と輸入関数の推定方

に関して本稿で説

である。 に関するよ

れている。また は本

時系列解析に関しても豊富

るわかりやすいテキストと

の内容を を用いて学

今後，計量経済学のより進

明することができるのは，ご

り体系的な説明は，関口［

稿で説明する計量経済学的な

な分析手法を提供している。

して（英語ではあるが），

習するための教材として，

んだ学習を行う際にはこうし

く初歩的な内容のみ

］によって与えら

処理ばかりではなく，

時系列解析手法に関す

［ ］があり，こ

［ ］がある。

た文献も参考にするこ

とが望ましい。

２．

本節では，前稿（平田［

による回帰分析の準

］）の２―４および２―５

備

で説明した，投資関数

と輸入関数を例として，

手続きを説明する。この際

からダウンロードしたデー

提とする。つまり，前稿で

的なデータ・ファイルとし

（ ）

によって，これらの関数

，前稿４節で説明した，社会

タに対する一連の加工作業は

を利用して，消費関

て用意した， はすで

を具体的に推定する

科学情報検索システム

終了していることを前

数を推定する際の基本

に存在することを前提



としている。そこ

て， のデ

進んで頂きたい。

立命館経済学（ 巻特

で，これらの作業が終わって

ータ・ファイルを作成してか

別号３）

いない読者は，先ず前稿に従

ら，本稿における以下の説明

っ

に

２―１

前稿で説明した

つつ進めていくこ

つ一つの作業を順

とめにして，

作業を一度に処理

におけるオンライン・モー

， の操作では，各種

とが基本であった。

番に入力して確認していくと

のプログラム・ファイル

する方法との２種類の操作方

ドとバッチ・モード

の作業を一つ一つ結果を確認

においては， と同様に

いう操作と一連の作業をひと

として作成した上で，これら

法が用意されている。前者を

し

一

ま

の

オ

ンライン・モード

いずれのモード

よって進められる

しれないが，

のコマンドとほぼ

操作を行うことが

のコマン

，後者をバッチ・モードと呼

で を利用する場合に

。プログラムと言うと難しい

プログラムはプログラム

同じことをひとまとめに並

できれば，特に困難を感じ

ドに比べると若干伝統的な汎

んでいる。

も，操作は プログラム

という印象を持つ人が多いか

と言っても における各

べたものであるので，

ることはない。しかしながら

用大型計算機のプログラムの

に

も

種

の

，

感

覚が残っている部

程度慣れるとこの

呼称を余り気にす

実際に

バッチ・モードと

ドの考え方は，操

分があり，初めのうちは抵抗

メリットも理解できるであろ

る必要はない。

を利用して作業を行っていく

を適宜使い分けていくことが

作方法自身に相違があると

を感じるかも知れないが，あ

う。よって，プログラムとい

際には，オンライン・モード

望ましいが，オンライン・モ

は言え， を利用してい

る

う

と

ー

く

考え方と共通であ

説明を加えていく

２―２

ここでは，先ず

（ ）

るので，ここでは に

こととする。

プログラム例― デー

プログラムの感じを

おけるバッチ・モードを中心

タ・ファイルからの入力

つかんでもらうために，前稿

に

で



データ

作成した， のデー

んだ上で入力したデータの

によって実際に実行

を用いた経済分析への誘い （平田

タを のプログラムで利

一覧表を作成するためのプロ

することとする。この為のプ

）

用できる形で読み込

グラムを示し，これを

ログラム・ファイル

は以下の表１に示す通りで

以下では，表１に示した

の作成方法， の起動

ラムの記述方法（文法）を含

文法的な説明は出力結果

先ず表１のプログラムを入

きを説明する。

ある。

プログラムを例として，順次

方法，出力結果の読み方，こ

むプログラム内容の説明を行

を得てからこれを見ながら説

力して， を起動して結

プログラム・ファイル

こで利用するプログ

っていく。

明していくこととし，

果を得るための手続

表１ データを読み込むための プログラム

先ず，表１のプログラム

ことももちろん可能である

ムを入力することにする（

いずれにしても，拡張子を

ことが重要である。

（ ）

の入力方法であるが，ワープ

が，ここではより簡便なメモ

教室では秀丸エディターを利用す

とした，テキスト・フ

ロのソフトを利用する

帳を利用してプログラ

ることも可能である）。

ァイルとして保存する



メモ帳を利用す

す基本的な選択画

ると，図２の各種

立命館経済学（ 巻特

るためには， をク

面が表示されるので，ここで

プログラムの選択画面が表示

別号３）

リックすると，以下の図１に

プログラム（ ）をクリック

されるので，ここで，アクセ

示

す

サ

リをクリックする

にメモ帳が表示さ

合には，画面下の

と，図３に示したアクセサリ

れていればこれをクリックし

矢印をクリックするとアクセ

の選択画面が表示される。こ

，図３のように表示されない

サリの選択対象が全て表示さ

こ

場

れ

図１ 基本選択画面

（ ）

図２ プログラムの選択画面



データを用いた経済分析への誘い （平田）

図３ アクセサリ（一部） 図４ アクセサリ（全体）

図５ メモ帳の初期画面

るので，ここからメモ帳を

モ帳の初期画面が表示され

する。

表１のプログラムを入力

（ ）

クリックする。メモ帳をクリ

るので，表１に示したプログ

した後のメモ帳の画面は，以

ックすると，図５のメ

ラムの内容を順次入力

下の図６の通りである。



立命館経済学（ 巻特別号３）

図６ を入力したメモ帳画面

ここまでの作

を利用し

区別を付けやすい

（ ）

図７ プログラム・ファイ

業が終了したら，これを各自

た計算作業は，この記憶媒体

フォルダーを作成し

ルの保存

の記憶媒体に記録する。今

をベースに行うことになるの

データ・ファイルもこのフ

後

で，

ォ



データ

ルダーにコピーしておくこ

メモ帳で作成したプログ

ファイル（ ）をクリック

を用いた経済分析への誘い （平田

とが必要である。

ラムを外部記憶装置のメディ

し，名前を付けて保存（ ）

）

アに保存するために，

をクリックすると，図

７の画面が表示されるので

と入力した上で，保存

ここで， の

あることを示すという目的

のテキスト・ファイルであ

ていることを前提として操

ことが必要である。

，図のようにファイル名（

（ ）をクリックする。

という拡張子はこれが何

で付けられているが，ファイ

る。しかしながら， で

作を行うので，ここで付け忘

）の右の枠に，

らかのプログラムで

ルの形式としては通常

はこの拡張子が付い

れないように注意する

ところで， の場合

データ・ファイルに記憶さ

ことが必要である。この作

行目から 行目までの内容

入力することは，煩雑であ

ファイルの変数名が

の方法を利用することがで

にも の場合と同様

れているどのデータを利用す

業を行っているのが，表１に

である。しかしながら，これ

ると同時に間違いが発生しや

書かれている行をコピーして

きる，

に， で作成した

るのかを全て指定する

示したプログラムの６

らの変数名を全て手で

すい。 では，

利用した。ここでもこ

この為には，先ずプログラムを図８の部分まで入力する。

図８

ここで を起動して

ように変数名の部分をクリ

この上で，編集（ ）を

（ ）

変数名入力までのプログラム

， のファイルを読み

ックアンドドラッグして白黒

クリックし，コピー（ ）を

込んだ上で，図９の

反転させる。

クリックする。この上



立命館経済学（ 巻特別号３）

で図８の画面の

（ ），貼り付（

が貼り付けられる

図９ ファイルの変数

／の後ろにカーソルを合わ

）をクリックすると，図 の

。

名部分の選択

せた上で，メモ帳の画面で編

ように横広がりの形で，変数

集

名

図 変数名の貼り付け画面

ここで，図６の

クを入れた上で，

行に関しても同様

これを完成させた

グラム・ファイル

（ ）

画面の形状に合わせるため

記号を入力して， ・

の作業を行なった上で，プロ

上で，先に説明した方法で，

を書き込む。

に，変数名 の後ろに，ブラ

キーを押して改行する。以下

グラムの下の部分を入力する

外部記憶装置のメディアにプ

ン

の

。

ロ



データ

ここで用いた 記号は，

後になっているが，プログ

記号である。この辺が汎用

を用いた経済分析への誘い （平田

のプログラムにおいて

ラムの内容としては，次の行

大型計算機におけるプログラ

）

，画面上はその行の最

に継続することを示す

ムの約束事を引きずっ

ている。

２―３ の起動と

以上の準備が整ったらい

と同様，統計というホルダ

プログラムの実行

よいよ を起動する。

ーに入っている， の

この為には，

アイコンをクリック

する。すると以下に示す，

モードで利用する場合には

めていくことになる。入力

容と同一であるので各自で

ログラムを入力したプログ

で作業を行う方法を

図 の画面が表示される。

，この画面に順次プログラム

する内容は，表１に示した

確認してみるとよい。ここで

ラム・ファイルができている

説明する。

をオンライン・

を入力しつつ作業を進

プログラムの内

は，すでに プ

ので，これを用いて

図

（ ）

の初期画面



立命館経済学（ 巻特別号３）

先ず，

この為には，図の

次いで， をク

クする。すると，

図 の選択

｛ ｝と表示され

内側に表示されている閉じる

リックして表示される，図

図 の画面が表示される。こ

ているファイルを一端閉じる

ボタンをクリックすれば良い

の選択画面で， をクリ

こで，ドライブ（ ）と表示

。

。

ッ

さ

（ ）

図 のプログラムファイル読み込み画面



データ

れている部分で各自の外部

し，そのドライブ内の

した上で，先に入力した，

を用いた経済分析への誘い （平田

記憶用のメディアが挿入され

プログラムが保存されて

を選択する。

）

ているドライブを選択

いるフォルダーを選択

上記の操作により，図

のプログラムが

先に閉じた

｛ ｝にしても，プロ

ることである。ここの，

｛ ｝とに併用することを示

を分離することも可能であ

に示すように の画面

表示される。なおここで，注

｛ ｝にしても，ここ

グラム名の後に｛ ｝という

はこのファイルを情報の入

している。入力用のファイル

る。

の中に先に入力した，

意しておきたいのは，

で表示された，

部分が追加されてい

力｛ ｝と情報の出力

と出力用のファイルと

図

図 の画面をベースに，

にある， のボタンを

プログラムを読み込んだ画

による作業を行うため

クリックする。すると，図

面

には先ず，画面左上

に示すように画面の

プログラム部分が白黒反転

この状態で， のマー

いる状況を示しており，プ

（ ）

する。

クをクリックする。ちなみ

ログラムを走らせる（ す

にこのマークは走って

る）を意味している。



立命館経済学（ 巻特別号３）

図 白黒反転した の入力画面

（ ）

図 プログラム に対する出力



データ

するとたちどころに，図

図 の画面を見ると明き

一つの画面に同時に表示さ

を用いた経済分析への誘い （平田

のように結果が表示される。

らかであるが，入力したプロ

れている。

）

グラムと出力結果とが

プログラムの意味と出力

た場合の注意を述べておく

プログラム の入力が

い場合（先ず の入力が正

い問題は， のファ

である。これは前稿でも説

タ・ファイルを利用する際

結果を説明する前に，この出

。

正しく行われているのに，

しいかどうかを確認すること）

イルが， のブック形式

明したように，応用プログ

には，ブック形式ではなく，

力結果が得られなかっ

図 の結果が得られな

に発生する可能性が高

で保存されていること

ラムで のデー

ワーク・シート形式で

保存しておいた方が安心で

うに，データ・ファイル，

形式で保存してから再度上

ータブック形式で保存され

うなエラー・メッセージが

あるという注意に対応してい

を

記の作業を行うことが必要で

ている場合には，プログラム

表示される。

る。前稿で説明したよ

ワーク・シート

ある。 のデ

画面の下に，図 のよ

図 のブッ

何らかのエラーが発生し

や を起動して，プロ

クを読み込もうとした時のエラー

た場合の対応として，一端

グラムやデータ・ファイルの

・メッセージ

を閉じ，メモ帳

形式を修正すること

も可能であるし， の

面を閉じずに， のフ

ログラムは短いものである

煩雑ではないかもしれない

るとこうした手続きは煩雑

（ ）

画面の中でプログラムを修正

ァイル形式を修正することも

ので， を閉じてメモ帳

が，プログラムが長くなって

で， の画面内で修正す

したり， の画

可能である。ここのプ

で修正してもさほど

きて修正箇所が多くな

る方が作業がしやす



いであろう。

の画面

のプログ

立命館経済学（ 巻特

で修正を行った場合には，２

ラム・ファイルを入力と出力

別号３）

点注意が必要である。第１に

で併用しているので，＊

，

の下

行することである

後に実行したプロ

性がある。

第２に，プログ

画面（図 ）で，

れもパソコン利

に出力されているエラー・

。そうしないと，エラー・メ

グラムに対する出力であるの

ラムを実行する前に，

をクリックし

用者には慣れない操作である

メッセージ等を削除してから

ッセージ等が重なってどれが

かわからなくなってしまう可

をクリックして表示される選

てから実行することである。

かもしれないが，

実

最

能

択

こ

という命令に

範囲指定した範囲

をしないと，図

ない。

プログラムを追加

のである。

よって，コンピュータの記

のプログラムで置き換えると

に示すようなメッセージが表

を行わないと，先の誤

して実行してしまうのでエラ

憶領域を一端消去し，

いう作業を意味している。こ

示され，出力を得ることがで

りを含むプログラムに修正し

ーが残ったままになってしま

で

れ

き

た

う

（ ）

図 を要求するメッセージ



データ

プログラムを修正する必

たくなりこのメッセージを

る必要がある。

を用いた経済分析への誘い （平田

要が生じると気が焦って，修

繰り返し出してしまう可能性

）

正するとすぐに実行し

が高くなるので注意す

２―４ プログラ

以上で， を利用す

果を得るための一連の作業

て プログラムの基本

を行番号付きで再掲する。

このプログラムには，行の

ム の説明

るための準備の仕方と実際に

ができるようになったので，

を説明する。説明の便宜の

はじめに，＊が記入されてい

を動かして結

を例にし

ため表２に表１の内容

る行が，１）４）７）

９） ）と５行存在する。

タに対する作業を指示する

グラムの作業内容に区切り

１）では，＊に続いて，

ラムの名前（ファイル名）を

プログラムの中身とファイ

これらの行は，コメント行と

内容ではなく，プログラムの

を与えるために利用される。

と記されているが

与えている。各種のプログラ

ル名との対応関係をはっきり

表２ 行番号付き

言われ，コンピュー

説明を与えたり，プロ

，これはこのプログ

ムを作成していくと，

させておかないと混乱

（ ）



するので，このよ

に有効である。４

いる。 ）では，

立命館経済学（ 巻特

うにプログラムのはじめに識

）７）９）行目の＊は，プロ

プログラムを終了する（プロ

別号３）

別情報を入力しておくことは

グラムの仕事の区切りを示し

グラムの最後である）というメ

常

て

ッ

セージを明確に示

２）行の

の は，

を設定することを

あることを示して

らのデータである

ータは１期間分し

すために置かれたコメント行

１ １に関してはやや

の略で，このプログラ

示している。次の はデー

いる。次の１は，ここで利用

ことを示している。暦年デー

かないので，これは自動的に

である。

詳しい説明が必要である。最

ムで利用するデータの観測単

タの観測期間の最初が 年

するデータが 年の第１期

タを用いる場合には，各年の

１になるが，四半期データや

初

位

で

か

デ

月

別データ等を利用

指定していないの

であることに注意

に観測されるデー

の場合には４，月

ほしい。

［ における

する可能性もあり，こうした

で，暦年データや年度データ

する。最後の１がデータのタ

タが１種類であることを示し

別データの場合には となる

指定の例］

データのタイプに関してはま

を用いる場合にもこの１が必

イプを示す数値で，１は１年

ている。よって，四半期デー

。以下に示す例をみて確認し

だ

要

間

タ

て

年第２

年３月

年から

３）の

ピュータのメモリ

で，ここでは

四半期からの四半期データを

からの月別データを利用する

の暦年あるいは年度データを

１の は の略

ーにどの程度のスペースを用

年の１期までのデータ用のス

利用する場合

場合

利用する場合

で，観測されたデータ用にコ

意するかを設定するための命

ペースを確保することを示し

ン

令

て

いる。データのタ

ースが異なって来

ているので，ここ

４）にコメント

情報を設定するた

（ ）

イプによって，同じ期間のデ

るが，データのタイプに関

では指定する必要がない。

行が置かれているのは，これ

めの作業を行っているのに対

ータを用いても必要とするス

しては， によって指定さ

以前は利用するデータに関す

して，これ以下ではデータ・

ペ

れ

る

フ



データ

ァイルからデータを読み取

５）の

タ・ファイルの名前を指定

を用いた経済分析への誘い （平田

る作業に移行するためである

はこのプログ

している。 はデータ・

）

。

ラムで利用するデー

ファイルを開くとい

う意味の英語である。注意

する際には，拡張子である

までを含めて指定しな

６）の （

イルの形式を指定するため

タが で作成したデー

ファイル名を指定する際に

すべきは， を用いてデ

を指定する必要がない

くてはならないことである。

）は，読

の命令である。

タ・ファイルであることを指

も を含めて指定してい

ータ・ファイルを指定

が，ここでは拡張子

み込むデータ・ファ

は，読み込むデー

定している。５）で

るが，５）ではファイ

ル名としてのみ認識されて

は， の

データ系列が縦に時系列順

るのかを指定する。

ここで指定されているよう

入力されている場合には，

６）の／の後には，

おり，ファイルの形式として

場合と同様で， のワー

に入力されているか，横に時

の場合には，縦に時系列で

に， と指定し，横

と指定することに

のファイルに入力されてい

は認識されていない。

ク・シートにおいて各

系列順に入力されてい

入力されているので，

の時系列でデータが

なっている。

る変数名が順次並んで

いる。ここで，注意してお

付いていることである。こ

る。行の最後を示す改行を

とが必要である。

７）のコメント行は，こ

から読み込むための指示で

かなくてはならないのは，各

れは各行の作業が次の行に継

指示する キーを押す前

れ以前のプログラムが，デー

あったのに対して，これから

行の最後に， 記号が

続することを示してい

に必ず記しておくこ

タを ファイル

は入力したデータを用

いて， のプログラム

切れ目を指示している。

８）の はこのプロ

である。 は入力した

表示するための命令である

（ ）

によって本格的な作業を行う

グラムの中で唯一 に

各データ系列に関する基本統

。図 に示した出力結果にあ

ことになるのでこの

よるデータ処理の命令

計量を一覧表の形で

るように，ここでは基



本統計量として，

均値［ ］，

［ ］が

立命館経済学（ 巻特

各変数の変数名［ ］，

標準偏差［ ］，

出力されている。

別号３）

観測値数（データ数）［ ］，

最小値［ ］，最大

平

値

こうしたデータ

くと同時に，何ら

けにもなるので，

９）もコメント

）の＊

ると言うメッセー

表を出力しておくと，利用し

かのデータ入力ミスがあった

一度は出力する癖を付けてお

行であり，次の命令との区切

もコメント行

ジになっている。

ているデータに関する整理が

場合にこれを発見するための

くと良いであろう。

りとしておかれている。

で，ここでプログラムを終了

付

助

す

２―５

これまでの説明

ではないかと思う

プログラム例を示

出力する部分を追

る。

ここで利用する

プログラム例―グラフの作

で プログラムの記述

が，ここではもう少し本格

しておく。表１のプログラム

加して，入力データに関する

プログラムは，以下の表３に

成

方法に関する感じがつかめた

的な作業を で行うため

に，データ系列の値やグラフ

より詳細な確認を行うことに

示す通りである。

の

の

を

す

ここでも，プロ

行した場合にはど

の意味を説明する

プログラムの入

のプログラムを開

分を削除した上で

グラムの意味を説明する前に

のような出力が得られるのか

ことにする。

力のためには，メモ帳を利

き，第１行の を

，直ちに と名前

，このプログラムを入力して

を先ず示した上で，プログラ

用して先に入力した

に変更し，出力

を付けて外部記憶メディアに

実

ム

部

記

録する。その上で

きによって保存す

上記の作業によ

先と同様に

すると，以下の図

（ ）

， から

る。

って， のプログ

のプログラムを起動して，

のような出力結果が表示さ

＃ までを追加して再度上

ラム・ファイルを作成した上

のプログラムを実

れる。

書

で，

行



データ

表３

を用いた経済分析への誘い （平田

データ系列の出力とグラフの作成

）

図 には，３枚の

ねあわせで表示されている

のブルーの部分をクリック

が重ね合わせで表示され

の中身を見るために

すれば，クリックした

ている。このように重

は，各 上部

の中身が手前に表

示される。

重ね合わさった中で一番

をクリックすると，入力し

ることがわかる。

次に と書かれ

（ ）

下にある の中身が

たプログラム及び 等の

ている のブルーの部

よく見えないが，これ

出力が表示されてい

分をクリックすると，
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のグラフ

ている

図 の出力

が表示されていることがわか

のブルーの部分をクリックす

画面

る。さらに と書か

ると， と のグ

れ

ラ

フが描かれている

以下では，これ

していくが，はじ

文字のみの出力と

設計されているこ

意する必要がある

ことがわかる。

らの出力結果と対照させな

めにはっきりさせておきたい

グラフによる出力とを別々の

とである。この為，結果を外

。入力したプログラムと文字

がら， の内容を説

ことは， からの出力

ファイルとして記録するよう

部記憶装置に記録する際には

の出力は，一つのファイルと

明

は，

に

注

し

て記録することが

として記録される

関連を付けておく

る。

以下では出力結

（ ）

できる。一方，グラフは

。ファイル名は各自で決める

。たとえば，

果と対照させながら，表３に

という拡張子を付けたファイ

ことになるが，プログラムと

といった形で記録することに

示したプログラムの内容を説

ル

の

な

明



データ

表４

を用いた経済分析への誘い （平田

の行番号付き再掲

）

するために，表３の内容を

このプログラムの１）か

でに説明しているので繰り

以下の表４に行番号を付けて

ら９）行目までは，

返さない。 ）行目以下の内

再掲する。

と同じ内容で，す

容を説明するために，

｛ ｝と言うフ

果を見る。出力結果の一部

行目の

によってコンピュー

わせるための命令である。

（ ）

ァイル名が付いている部分を

は，図 に示してある。

は，これを入力するま

タの記憶領域をどの程度利用

結果は，図 にあるように

クリックして，出力結

での作業において，

しているかを問い合

， において，
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バイト利用

大きくなっている

図 出力

されていると表示されている

ので，メモリー不足を心配し

の一部

。最近のパソコンは記憶容量

なくてはならないことは少な

が

く

なったが，作業が

はこの命令によっ

）行目の

で示されて

されたデータ系

と記入す

複雑になったり，入力するデ

て作業領域の限界を確認して

いる各変数のデータを全て出

列の値を全て表示させるた

れば良い。出力結果は図 の

ータが非常に多くなった場合

おく方が安全なこともある。

は，変数名，

力せよと言う命令である。入

めには，／以後を入れずに単

下半分に示されている通りで

に

力

に

あ

る。この出力を見

情報は， を

されている。この

小数点以下の表示

を行って出力する

（ ）

れば分かるようにデータがど

の対象にしなくて

出力を省略することも可能で

が非常に多くなっておりやや

ための命令として も

の年の値であるかを示すため

も の下に自動的に出

ある。各変数の出力において

煩雑であるが，こういった調

用意されている。

の

力

，

整



データ

）行目の

（

を用いた経済分析への誘い （平田）

｜｜ ｜｜）

と ）行目の＃ とは

定されている変数

に対する出力は，以下の図

対である。 ）行目の指示

のグラフを出力せよと言う命

にある， に示さ

に従って ）行目で指

令になっている。これ

れているグラフである。

図

）行目の記述は，

を描けと言う命令である。

細かな指示である。はじめ

数は，以下で指定すると

による のグラフ出

（…）１が基本であり，

の後ろの括弧内が，

の は，グラ

いう指示である。次の

力

これは１変数のグラフ

グラフ作成に関する

フ作成の対象となる変

は，図 の出

されているタイトルの中身

る。次の は行が次に

（ ）

力結果を見ると明らかであ

を指定するための指示である

がコーテーションマークで囲

継続することを示して

も図 の出力結果

るが，グラフの上に記

。ここで注意すべきは，

まれていることであ

いる。それに続く

と対照すれば明らかで



あるが，グラフの

とサブタイトル

｜｜も図

立命館経済学（ 巻特

サブタイトルの中身を指示す

では文字の大きさが異なっ

の出力結果から分かるよう

別号３）

る命令となっている。タイト

ている。最後の

にグラフの折れ線の表示を明

ル

｜｜

示

するために，変数

ーションマークで

注意が必要である

）行目の＃

対象となる変数を

）行目から

とい

名を指定するための指示であ

囲まれている上に，｜｜｜｜の

。

は， ）行目で以下で

頭に＃を付けて指定している

）行目のプログラムに

う名前で表示されている画面

る。ここでは，変数名がコー

マークでも囲まれていること

指示するとした，グラフを描

。

対応する出力は，図 に示

に対応している。

テ

に

く

す

図 による２変数のグラフ

ここにおける命

とができるであろ

）行目の

（

（ ）

令は， 行目の命令とほ

う。

ぼ同じであるので，類推するこ



データ

も基本は， （…）

なっている。 や

を用いた経済分析への誘い （平田

｜｜ ｜ ｜｜）

であり，２変数のグラフを作

の指定に関

）

成せよと言う命令に

しても特に追加するこ

とはない。若干注意が必要

の指示方法であり，｜｜

ョンマークで囲み，変数の

では白黒印刷であるので，

が黒， がブル

） ）行目は出力する

行目と同じことであるが，

であるのは，２本の折れ線を

｜ ｜｜の形で，各

区切りが，｜となっているこ

２本の線の区別が明確では

ーで表示されている。

変数名を＃を付けて指示して

２変数を行を分けて指示して

区別するための変数名

変数名をコーテーシ

とである。なお，ここ

ないが，画面上では

おり，基本的には ）

いることに注意する必

要がある。

以上で， に関

に比べると，汎用計

生諸君には扱いにくいと感

方が確実に処理ができると

してほしい。

なお， も

する説明を終了する。

算機時代の残滓が残ってお

じられるかもしれないが，こ

いうメリットもあるので，多

同様英語版のプログラムであ

のプログラムは，

り，パソコン世代の学

うした形態で利用する

少の努力をして練習を

り，日本語を処理す

ることはできないので，タ

と数字で指定しなくてはな

３

イトル，サブタイトル，変数

らない。

による回帰分析

名等はアルファベット

これまでの準備を前提に

ムを示すことにする。本稿

先ず の結果と比較

（ ）

， によって回帰分析を

では投資関数と輸入関数の推

するため，前稿で推定結果を

行うためのプログラ

定作業が目的であるが，

示した，

（ ）



という２本の消費

のプログラムに追

立命館経済学（ 巻特

関数を推定するために必要

加することから始める。

別号３）

（ ）

なプログラムを先の

こうした回帰分

にいくつかの変数

た変数変換をも含

グラムを

を行う。

先ず，データの

て一つのプログラ

析を行うためには，

に関する変数変換を行ってお

めて， のプログ

として示して，結果を提

入力部分は当面変更する必要

ムとし，別のプログラムから

を利用する際に行ったのと同

く必要がある。ここではこう

ラムに必要な追加を施したプ

示した後にこれらに関する説

がないので，この部分をまと

容易に利用することができる

様

し

ロ

明

め

よ

うにする。この為

における８）か

＊

と言う名称で外部

ていない場合とを共

ログラムとして入

張子は，

には，以下の表５にあるよ

ら ）を切り取り， ）行

に変更した

記憶メディアに記録してお

に示すのは煩雑であるので，全

力する際にはこれをはずすことに

における，

うに， のプログラ

目の ＊

上で，

く（今後行番号を付けた場合と

て行番号付きで記すので，

注意）。ここで， という

であることを明示する

ム

を

付け

プ

拡

た

めの拡張子である

利用するプログラ

のプログラムから

ータ言語では，

ログラムに対応し

。 における

ムの一部をひとまとめにし，

名前だけで利用できる用にし

あるいは

ている。

の

とは，繰り返

名前を付けて記憶しておき，

たプログラムであり，コンピ

と呼ばれる

が用意されている前提

し

別

ュ

プ

で，

回帰分析用のデー

示すと以下の表

による計

の

を起動し

（ ）

タ変換と最小自乗法による回

６にある のよう

算結果を示した上でプログラ

プログラムを入力して，外部

て実行すると以下の図 にあ

帰分析を指示するプログラム

になる。これに関しても先ず

ムの意味を説明する。

記憶メディアに記録した上

るような出力結果を得る。こ

を

，

で

の



データ

表５

を用いた経済分析への誘い （平田

のプログラ

）

ム

表６ のプログラム

プログラムによる出力は，

なるので，出力結果の最後

これまでのプログラムの出力

までチェックし，プログラム

に比べると相当に長く

が最後まで実行され途

中で何らかのエラー・メッ

ことを確認しておく必要が

図 に示されている出

している。ここでは，

ないが，これに続く，図

（ ）

セージを出力して計算が完了

ある。

力部分は， のプ

に示した出力部分に，外部

していないことがない

ログラムの中身を出力

の中身は出力されてい

記憶メディアから読
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図 の出力

み込まれた，

ログラムを学んだ

ての扱いであるこ

図 の出

の中身

諸君は，これはプログラム

とに気が付くであろう。

力

だ出力されている。計算機の

のサブルーチンと

プ

し

図 に示さ

ている加工された

によって，データ

できる。ここで，

に対応する部分に

（ ）

れているのは，表５に示した

データ系列を出力する部分に

の加工作業が予定通りに行わ

気を付けるべきは，

， と記されていることで

プログラムの９）行目に示さ

対応する出力結果である。こ

れたかどうかを確認すること

と の系列の

ある。これは，与えられたデ

れ

れ

が

年

ー



データを用いた経済分析への誘い （平田）

タからは， 年のデータ

これらの系列に関する

における値が必要であるが

図 の出力

を計算することができないと

年の値を計算するためには，

，ここで用いているデータ・

言うことを示している。

それらの系列の 年

ファイルには 年以

降のデータしか含まれてい

図 に示されているの

推定結果は，前稿で示した

と，計算された数値もほと

かりではなく， によ

きるようになったことにな

ないためである。

が，最小自乗法による推定結

による推定結果とし

んど相違がない。これによっ

っても回帰分析を行い，推定

る。

果である。これらの

て出力されている内容

て，我々は ば

結果を得ることがで

一連の出力結果を参照し

１）は，これまでのプロ

めのコメント文である。

２）の

という名称で記録され

（ ）

ながら，表６に示したプログ

グラムと同様にこのプログラ

は，ここで

ている

ラムの内容を説明する。

ムの名称を明示するた

，

の内容を実行せよ
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図 の出力

という命令であ

応じて任意のプロ

に述べたように，

読み込んだプログ

３）から９）は

ための命令である

る。

グラムの任意の部分で読み込

の

ラムの出力の一部として表示

回帰分析で利用するデータの

。 においては，デー

を一度作成しておけば，必要

んで利用することができる。

内容は，図 のようにこれ

される。

形態に合わせて変数変換を行

タの変数変換を行うための命

に

先

を

う

令

として を用

に続けて，変数変

の変数名に関して

述は，セル番地を

に変わっているだ

（ ）

いる（ における対応す

換に対応する計算式を書いて

加減乗除を指定するだけであ

対象にして行われるが，それ

けで，記述方法は原則とし

る命令は， であった）。

やればよい。基本的には各変

る。 における計算式の

が変数名に対して行われるよ

て同じである。 におけ

数

記

う

る，



データ

での記述方法ともほぼ

ここで若干注意を要する

｛１｝に使われている

を用いた経済分析への誘い （平田

共通している。

のは，５）行目の

｛１｝という表現である。

）

｛１｝と６）行目の

これは， と

の１期前の値を利用

｛２｝と言うことになる。

なお，これも汎用計算機

指定されている変数変換で

要である。これをあけない

回帰分析を行う上での基

式， ）行目と ）行目が

することを意味している。２

のプログラム記述法との関連

用いる の前後にブランクを

とエラー・メッセージが表示

本的な記述は， ）行目と

２本目の回帰式にそれぞれ対

期前の値であれば，

であろうが， で

ひとつあけることが必

される。

）行目が１本目の回帰

応している。

）行目の

（最小自乗法）を適用せよと言

て利用される変数が，次の

である。 とい

しない変数であり，

を利用したときに自動的に

数項を意味している。よっ

は， を従属変数と

う命令になっている。この

）行目で指定される，

う変数は， のデー

の中で自動的に生成されてい

生成された変数 と同じこと

て定数項を含まない回帰分析

して，線形回帰分析

回帰式の説明変数とし

と

タ・ファイルには存在

る。これは，

で回帰式における定

を行う際には，記述す

る必要がない，（ ）（ ）

ここではいずれの式におい

）， ）行目の記述も

本的には同じことの繰り返

数型で推定することが指定

図 に示した出力結果

式の回帰式には共に定数項

ても記述しなくてはならない

）， ）行目の記述と用いる

しである。これらによって，

されている。

に関して，前稿で に

が含まれているので，

。

変数が異なるのみで基

を対数線形の関

おいて示した範囲で，

対応する日本語を示してお

は，従属変数

示している。横の

定されることを示している

は， 年から 年の暦

（ ）

く，各推定結果のはじめに示

であり，ここでは が

は，

。次の

年データを用いて推定が行わ

されている，

従属変数であることを

最小自乗法によって推

れていることを示して



いる。次の，

ことを示している

造によっても影響

立命館経済学（ 巻特

は，利

。これは，観測期間の長さと

を受ける。

別号３）

用可能なサンプル数が であ

，モデルで利用されるラグの

は，推定における自由

る

構

度

で，サンプル数と

数， ２は

回帰式の標準偏

とめられているの

（係数

る。

説明変数の数によって変化

自由度修正済決定係数，

差の推定値を示している。

はダービン・ワト

が，回帰パラメーターの

の標準偏差）， （ 統計量）

する。 ２は決定

は

は残差の

ソン統計量である。その下に

（変数名）， （係数

， （有意水準）を示して

係

，

値

ま

値），

い

以上で，

においては，回帰

用する必要がある

のオプションを利

ている。以下でこ

成するために必要

説明する。

に関する説明は終了す

分析は最も重要な分析手法で

。このため， におけ

用することによって幅広い分

れらのオプションのうち現実

となるオプションとこれらを

の場合には，現実値，理論

る。しかしながら，計量経済

あり，今後多様な形でこれを

る という命令も各

析に適用することが可能にな

値，理論値，残差のグラフを

出力するためのプログラムと

値，残差のグラフ作成は，回

学

適

種

っ

作

を

帰

式の推定結果を得

の場合にはいささ

の

力できるように変

ところで，

た後，ボタンを一つクリッ

か工夫が必要である。

プログラムを修正して，現実

更した プログラムを

におけるデータ変換

という

クするだけであったが，

値，理論値，残差のグラフを

として以下に示

の部分は繰り返しになるので

を作成する。また，変換し

出

す。

，

た

データの出力を繰

表７に

ラムを，メモ帳の

の

うな出力が表示さ

（ ）

り返す必要もないので，この

のプログラムを示し

入力画面の形で示す。

プログラムを によって

れる。ここでの出力も複数

部分を削除しておく。

，表８に のプロ

実行すると，以下の図 の

の が重なった形で表

グ

よ

示



データ

表７

を用いた経済分析への誘い （平田

のプログラム

）

表８ の プログラム

（ ）



されるので，プロ

詳しく見ることに

画面で一番下に

立命館経済学（ 巻特

グラム内容の説明の必要に応

する。

隠れている， ｛

別号３）

じて，必要な部分を取り出し

｝の画面には，

て

の

プログラムと出力

が出力され，これ

グラムが表示され

合と同様である。

ことを確認するこ

これ以下には，

結果が，（ ）（

結果とが併せて出力され，

に続いて，

ており，これらに関しては

新たに作成した，

とは必要である。

で出力されたの

）式に関して出力されてい

初めに のプログラ

のプ

， のプログラムの

が正しく表示されてい

と同じ，最小自乗法による推

る。これらに関しても既に説

ム

ロ

場

る

定

明

しているので，繰

（ ）の回帰式

るのが，図 に

に示されている

グラフである。

２ ５で説明し

の

り返すことはしない。

に対応した，現実値，理論値

示した， のグラ

のが，（ ）の回帰式に対応

た， におけるグラフ作

プログラムに関して説明

，残差のグラフが出力されて

フである。図 の

した，現実値，理論値，残差

成の方法が理解されていれば

を付け加えるべきことは少な

い

の

，

い。

のプ

述べた

するオプションは

のマニュアルや参

ここに示したオ

ログラムでは，

と， が付け加え

におけるオプション部分に

これ以外にも多数存在する

考文献を参照してもらいたい

プションは，回帰分析におけ

の命令において，

られている。この部分が，先

対応している。 に

が，これらに関しては，

。

る残差の値を記憶するための

に

関

オ

プションである。

的に利用される，

があり，

めの変数名として

あるので，個別の

（ ）

においてもいくつか

予約変数であったが，

もその一つである。これは

指定されている。但し，この

回帰式の残差を全て記録して

の変数名は，プログラムで固

においても相当数の予約変

，各回帰式の残差を記録する

変数名は全ての回帰式に共通

おくためには，回帰式ごとに

定

数

た

で

変



データを用いた経済分析への誘い （平田）

図

数名を決め， 命令によ

は理論値を計算し

による の出力画

って，定義し直すことが必

，現実値，理論値，残差のグ

面

要である。ここでは，

ラフを作成すること

だけが目的であるので，個

による回帰分析結

計算する必要があり，これ

回帰式の現実値，理論値

という理論モデルの左辺が

別関数の残差を全て記録して

果で記録されるのは，残差の

を計算してからグラフの作成

，残差の間には，以下の関係

現実値である。これに対して

おく必要はない。

みで，理論値は別途

に進む必要がある。

がある。

，推定されたパラメー

タ， ， 用いて，

によって計算される値が理

が，残差 現実値―理論値

る場合とでは，残差の絶対

（ ）

論値である。残差は，現実値

で計算する場合と，残差 理

値は同じであるが，符号が逆

と理論値との差である

論値―現実値で計算す

になる。理論値―現実
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値で残差を定義

でも，現実値―理

図 のプログラ

することが自然であると考え

論値によって残差を定義して

ム部分の出力

られるが， でも

いる。

， で

従って，理論値を

ログラムとなって

とは可能であろう

グラフ作成で

（ ）

はこの関係を利用して，両

計算し，現実値，理論値，残

いる。これだけの説明で，

。

は，３本の折れ線グラフを

回帰式で残差を記録し，定義

差のグラフを作成するという

の内容を理解する

一つの画面に出力するので

に

プ

こ

，
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図 （ ）の回帰式の現実値，理論値，残差

図 （

（ ）

）回帰式の現実値，理論値，残差



（…）３と

加える必要はない

図 のグラフ

立命館経済学（ 巻特

いう指定になっている以外は

。

では，現実値と理論値の値

別号３）

，２ ５で説明したことに付

がきわめて近いので，スケー

け

ル

的に残差の動きが

うに，回帰式の当

たとえ現実値と理

帰分析結果である

席したい場合も多

もあるが，この方

はっきりと表現されていない

てはまりの程度と残差の形状

論値の差が小さくても残差の

可能性を否定できない。よっ

い。このためには，残差のみ

法は読者の練習問題としてお

。計量経済学の講義で学んだ

とは別途の評価基準であるの

形状によっては望ましくない

て，残差の変動をより詳しく

のグラフを描く必要があるこ

く。

よ

で，

回

弁

と

４

本稿の目的は，

のデータ

ことである。前稿

稿における

． による投資関数と

前稿（平田［ ］）で推定結

を利用して，投資関数と輸

におけるデータの取得方法と

の利用方法の説明が理解さ

輸入関数の推定

果を示すことのできなかった

入関数を推定しこの結果を得

の利用方法の説明と

れれば，前稿で提示した基本

，

る

本

的

な投資関数や輸入

が可能であると考

らの関数を推定す

算された推定結果

るので，

推定方法と推定

関数を によっても

える。これらを確認するた

るためのプログラムを提示し

は表示内容をも含めて，

による推定に関しては各自で

結果を見る前に，前稿で想定

によっても推定するこ

め，本節で によってこ

ておく。前節で見たように，

でも ほぼ同じで

試みてもらいたい。

した投資関数及び輸入関数の

と

れ

計

あ

基

本的な特定化を再

［投資関数の特定

（ ）

掲しておく。変数名等の詳細

化］

は前稿を参照のこと。

（

（

）

）



データを用いた経済分析への誘い （平田）

（ ）

（ ）

（ ）

［輸入関数の特定化］

これらの関数を推定する

変換だけでは十分ではなく

タ変換は，表９に示した，

めて示してある。またこれ

ためには， や

新たなデータ変換を行う必要

の

らの関数を推定するための

（ ）

（ ）

で用いた変数

がある。これらのデー

にまと

プログラムは表

表９ の

（ ）
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表 の

別号３）

プログラム

に示してある。

表９に示した，変数変換は相当に複雑になっている。 においては，

変数変換された変

ており，これらの

ない。これと投資

因である。一つ注

る， と

改めてデフレータ

数によって回帰の説明変数と

変数の指定を計算式内で行う

関数の推定式にラグを持った

意しておかなくてはならな

のデータははじめから 年

で割り引く必要がないそこ

従属変数を示すように設計さ

と正常に推定を行うことがで

変数が多用されていることが

いのは， に含まれて

基準の実質値で示されており

で， の中で変

れ

き

原

い

，

数

名の付け替えが行

回帰式で余り長

別途対応表を作り

あろう。各自で工

データの変数変

（ ）

われている。

い変数名を使いたくなければ

， ， 等の単純な変数名

夫してみてもらいたい。

換が複雑になる代わりに，回

，変数変換した変数名に関し

を利用することも一つの方法

帰式の記述は比較的単純に行

て

で

う



データ

ことが可能である。このこ

るであろう。

本稿の最後に，表 に示

を用いた経済分析への誘い （平田

とは表 のプログラムによっ

したプログラムによる推定結

）

て確認することができ

果を関数ごとに示して

おくので，各自で確認し，

れば，ここで学んだことの

ロ計量経済モデルの部品と

と によって

残差のグラフ等を描いて各関

復習になろう。次稿では，こ

して活用し，マクロ計量経済

学ぶことにしたい。

数の適合度等を見てみ

れらの推定結果をマク

モデルの操作方法を

図 （ ）式の推定結果

（ ）

図 （ ）式の推定結果
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図 （ ）式の推定結果

図 （ ー４）式の推定結果

（ ）

図 （ ）式の推定結果
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図 （ ）式の推定結果

図
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（ ）式の推定結果
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